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市支出金
（埼玉県新事業移行
促進事業補助金）
49万5千円
（0.0%）

財産収入（土地貸付料）
111万7,522円（0.0%）

繰越金（前年度からの繰越金）
１億7,363万3,813円（3.6%）

諸収入
993万6,258円
（0.2%）
国庫支出金

（総務省からの
補助金）

2,866万6,000円
（0.6%）

分担金及び負担金
（構成市からの
負担金など）

44億318万9,135円
（90.6%）

使用料及び手数料
（障害者支援施設
使用料など）

2億4,088万2,386円
（5.0%）

歳入

消防費
（消防業務
運営費）

40億9,286万9,605円
（87.6%）

公債費
（長期債元金及び利子）

2,221万25円
（0.5%）

議会費
（議会運営費）
83万3,091円
（0.1%）

総務費
（事務局運営費）
1億1,771万9,155円

（2.5%）

民生費
（障害者支援施設運営費）
3億3,773万5,456円

（7.2%） 衛生費
（し尿処理場運営費）
9,755万2,820円
（2.1%）

歳出

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
２３
年
度
決
算
の
概
要

１

歳
入
に
つ
い
て

歳
入
の
合
計
は
、
予
算
現
額
４８

億
２
１
２
７
万
１
千
円
に
対
し
、

収
入
済
額
４８
億
５
７
９
２
万
１１４
円

で
１００
・
８
㌫
の
収
入
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
歳
入
と
し
て
、
分
担
金
及

び
負
担
金
は
、
構
成
市（
朝
霞
市
・

志
木
市
・
和
光
市
お
よ
び
新
座
市
）

か
ら
の
負
担
金
が
４３
億
９
８
３
０

万
２
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
９０
・

５
㌫
を
占
め
る
ほ
か
、
関
越
高
速

道
路
お
よ
び
外
環
自
動
車
道
の
救

急
業
務
負
担
金
が
４８８
万
７
１
３
５

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
の
う
ち
、

２
億
３
９
５
３
万
８６
円
は
障
害
者

支
援
施
設
の
使
用
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

財
産
収
入
は
、
朝
霞
地
区
医
師

会
へ
貸
し
付
け
て
い
る
土
地
貸
付

料
で
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
朝
霞
消
防
署

に
配
備
し
た
救
助
工
作
車
の
購
入

に
対
す
る
総
務
省
か
ら
の
補
助
金

で
す
。

２

歳
出
に
つ
い
て

歳
出
の
合
計
は
、
予
算
現
額
４８

億
２
１
２
７
万
１
千
円
に
対
し
、

支
出
済
額
４６
億
７
３
９
２
万
１５２
円

で
９６
・
９
㌫
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
歳
出
と
し
て
、
民
生
費
は
、

障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
利
用

者
へ
の
生
活
支
援
や
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
維
持
管
理
等
に
３

億
３
７
７
３
万
５
４
５
６
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費
は
、し
尿
処
理
場
の
施
設

運
営
や
維
持
管
理
等
に
９
７
５
５

万
２
８
２
０
円
を
支
出
し
て
い
ま

す
。消

防
費
は
、
志
木
消
防
署
庁
舎

耐
震
補
強
工
事
、
朝
霞
消
防
署
に

配
備
し
た
救
助
工
作
車
や
和
光
消

防
署
に
配
備
し
た
救
急
自
動
車
の

購
入
、
施
設
設
備
の
維
持
管
理
等

に
４０
億
９
２
８
６
万
９
６
０
５
円

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

第
１３
回
屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
結
果
に
つ
い
て

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は
、

全
国
火
災
予
防
運
動
に
先
立
ち
、

１０
月
４
日
㈭
、
屋
内
消
火
栓
操
法

技
術
大
会
を
埼
玉
県
新
座
防
災
基

地
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
管
内
の
屋
内
消

火
栓
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事

業
所
を
対
象
に
、
各
事
業
所
の
自

衛
消
防
隊
が
、
屋
内
消
火
栓
設
備

の
基
本
的
な
操
作
技
術
に
つ
い
て
、

普
段
か
ら
の
訓
練
成
果
を
発
表
す

る
も
の
で
、
各
チ
ー
ム
が
す
ば
ら

し
い
技
術
と
チ
ー
ム
力
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
勝

㈱
本
田
技
術
研
究
所

試
技
課

準
優
勝

㈱
本
田
技
術
研
究
所

デ
ザ
イ
ン
開
発
室

第
三
位

㈱
本
田
技
術
研
究
所

汎
用
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

第
四
位

新
座
市
役
所

第
五
位

㈱
本
田
技
術
研
究
所

二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

敢
闘
賞

日
本
出
版
販
売
㈱

ね
り
ま
流
通
セ
ン
タ
ー

敢
闘
賞

堀
ノ
内
病
院

入
賞

和
光
市
役
所

入
賞

㈱
不
二
家
埼
玉
工
場

入
賞

㈱
ダ
イ
エ
ー
志
木
店

努
力
賞

㈱
あ
ら
た
埼
玉
支
店

努
力
賞

サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア

柳
瀬
川
駅
前
店

努
力
賞

菅
野
病
院
・
東
武
中
央

病
院

【
女
子
の
部
】

優
勝

新
座
志
木
中
央
総
合
病
院

準
優
勝

埼
玉
病
院

第
三
位

朝
霞
台
中
央
総
合
病
院

第
四
位

和
光
市
役
所

第
五
位

朝
霞
市
役
所

敢
闘
賞

み
は
し
㈱

敢
闘
賞

殿
山
亀
寿
苑

入
賞

㈱
本
田
技
術
研
究
所

二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

入
賞

新
座
病
院

入
賞

㈱
不
二
家
埼
玉
工
場

努
力
賞

マ
ル
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

志
木

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部

予
防
課

�
４
６
０
―
０
１
２
１

市
民
１
人
当
た
り
に

使
わ
れ
た
お
金１

万
７６８
円

（
注
）
平
成
23
年
10
月
１
日
現

在
の
構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人

口
43
万
４
０
４
８
人
で
算
出
し

て
い
ま
す
。

※
こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
組
合

議
会
で
審
査
中
で
す
。
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申込受付期間

平成２５年
２月１２日㈫～
１５日㈮

平成２５年
３月１１日㈪～
１５日㈮

開催場所

和光消防署
３階講堂

新座消防署
４階講堂

開催日

平成２５年
２月２３日㈯

平成２５年
３月２３日㈯

講習の
種類

第５回

第６回

平成２４年度上級救命講習会開催予定

計

１０４

１７，０７１

１２８

１６，２４７

新座
消防署

４４

５，４６０

４２

５，２４５

和光
消防署

１８

３，５８１

１９

３，３５１

志木
消防署

１３

３，５７９

１３

３，２９１

朝霞
消防署

２９

４，４５１

５４

４，３６０

種別

火災出場
件数

救急出場
件数

火災出場
件数

救急出場
件数

区分

平成２３年度

平成２２年度

消防署管内別 火災・救急出場件数

平成２４年度救急車
適正利用啓発ポスター

平
成
２４
年
度
上
級
救
命
講
習

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方
を
対
象
に
上
級

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

※
未
経
験
者
、
再
講
習
の
方
も
可

定
員
／
先
着
４０
人

費
用
／
無
料

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
救

急
課

�
４
７
８
―
０
８
９
９

高
度
救
助
隊
が
発
足

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
で
は

１０
月
１
日
㈪
、朝
霞
消
防
署
に「
高

度
救
助
隊
」
が
発
足
し
、
１０
月
３

日
㈬
に
発
足
式
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
等
、
近
年
大
規

模
な
災
害
が
多
発
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
救
助
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
発
足
し
た

も
の
で
す
。

発
足
式
で
は
、
１５
人
の
隊
員
が

高
度
救
助
隊
員
に
任
命
さ
れ
、
管

理
者
で
あ
る
富
岡
勝
則
朝
霞
市
長

よ
り
隊
員
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
度
救
助
資
機
材
の
展

示
や
訓
練
の
様
子
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

埼
玉
県
内
２
番
目
の
設
置
と
な

る
「
高
度
救
助
隊
」
は
人
命
救
助

に
関
す
る
専
門
的
か
つ
高
度
な
教

育
を
受
け
た
隊
員
１５
人
と
、
高
度

救
助
資
機
材
等
を
装
備
し
た
救
助

工
作
車
で
編
成
さ
れ
た
、
精
鋭
部

隊
で
す
。

管
内
の
日
常
的
な
災
害
に
加
え
、

緊
急
消
防
援
助
隊
に
も
登
録
し
、

要
請
に
応
じ
て
他
都
市
へ
も
出
動

し
ま
す
。

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
警

防
課

�
４
６
０
―
０
１
２
２

火
災
・
救
急
の
出
場
状
況

平
成
２３
年
度
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
、
火
災
出
場
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
救
急
出
場
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
職
員
募
集

障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
／
支
援
員

仕
事
の
内
容
／
知
的
障
害
者
の
日

常
生
活
介
助
お
よ
び
支
援

採
用
期
間
／
平
成
２５
年
１
月
４
日

㈮
〜
３
月
３１
日
㈰

（
更
新
あ
り
）

資
格
要
件
／
不
問

年
齢
／
６０
歳
程
度
ま
で

賃
金
／
時
給
１
０
０
０
円

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
そ
の

他
の
こ
と
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
す
わ
緑
風
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風

園�
４
６
１
―
３
０
２
８

平
成
２５
・
２６
年
度
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
が
発

注
す
る
事
業
の
入
札
等
に
参
加
す

る
た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
／
平
成
２５
年
２
月
１
日

㈮
〜
１５
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜

１１
時
３０
分
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時

受
付
場
所
／
朝
霞
地
区
一
部
事
務

組
合
（
朝
霞
消
防
署
３
階
）

※
提
出
書
類
の
中
で
組
合
独
自
様

式
は
、
平
成
２４
年
１２
月
中
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
予
定
で
す
。

問
／
事
務
局
総
務
課

�
４
６
１
―
２
４
１
５

年
末
年
始
の
し
尿
収
集

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
し
尿
処
理
場

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
集
最
終
日
／

１２
月
２９
日
㈯

収
集
開
始
日
／

平
成
２５
年
１
月
４
日
㈮

問
／
し
尿
処
理
場

�
４
６
７
―
９
９
２
１

朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・和光市および新
座市の４市で構成され、し尿処理場、障害者支援施設すわ緑風
園、埼玉県南西部消防本部の業務を共同で行っています。
■朝霞地区一部事務組合事務局
朝霞市溝沼１―２―２７ �４６１―２４１５
http : //www.kennanseibu 119.jp/kumiai/
■埼玉県南西部消防本部
朝霞市溝沼１―２―２７ �４６０―０１１９
http : //www.kennanseibu 119.jp/

問…問い合わせ


